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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月13日(2009.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　子局として機能する通信装置であって、
　元の制御局から、制御局を移管する移管先の制御局を示すメッセージを受信する受信手
段と、
　前記メッセージを受信した場合、移管先の制御局の通信圏内となるか判定する判定手段
と、
　前記判定手段により前記移管先の制御局の通信圏内と判定された場合、前記元の制御局
の通信グループに属し、かつ前記移管先の制御局の通信圏外となる他の子局を含む通信グ
ループを構築するための信号を出力する出力手段と
を備えることを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　子局として機能する通信装置であって、
　元の制御局から、制御局を移管する移管先の制御局を示すメッセージを受信する受信手
段と、
　前記メッセージを受信した場合、移管先の制御局の通信圏内となるか判定する判定手段
と、
　前記判定手段により、前記移管先の制御局の通信圏外と判定された場合、前記元の制御
局の通信グループから離脱する離脱手段と、
　前記離脱手段により前記元の制御局の通信グループから離脱した場合、他の制御局から
の同期信号を待ち受け、受信した同期信号に基づいて通信する通信手段と、
を備えることを特徴とする通信装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記移管先の制御局が前記元の制御局の通信グループに入る際のメッ
セージを受信した記録があれば、通信圏内であると判定し、なければ通信圏外であると判
定することを特徴とする請求項１又は２のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記メッセージの受信後に、他の子局が元の制御局に対して当該通信グループからの離
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脱を要求するメッセージを傍受した場合に、前記元の制御局の通信グループに属し、かつ
前記移管先の制御局の通信圏外となる他の子局があると判定する手段を有することを特徴
とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記移管先の制御局の通信圏外となる他の子局があると判定された場合に、該他の子局
との関連性を判定する手段を備え、前記出力手段は、前記他の子局との関連性に応じて、
前記他の子局を含む通信グループを構築するための信号を出力することを特徴とする請求
項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記他の子局と関連性は、通信時間、通信回数、通信データ量、その子局との間で確保
された帯域の有無、バッテリ残量、消耗品の残量のうち、少なくともいずれかに基づいて
判定されることを特徴とする請求項５に記載の通信装置。
【請求項７】
　通信グループから離脱した子局に関する情報を含むメッセージを前記通信グループに属
する子局に送信する制御局により管理される通信装置であって、
　制御局からメッセージを受信する受信手段と、
　前記受信手段により前記メッセージを受信した場合、前記情報により示された子局を含
む通信グループを構築するための同期信号を送信する送信手段と
を備えることを特徴とする通信装置。
【請求項８】
　同期信号が受信できなくなった場合にどの制御局の通信グループに入るかを保存する保
存手段を更に備え、
　前記通信手段は、複数の制御局から同期信号を受信した場合には、前記保存手段に保存
された情報に基づく制御局からの同期信号に基づいて通信することを特徴とする請求項２
に記載の通信装置。
【請求項９】
　子局として機能する通信装置の制御方法であって、
　元の制御局から、制御局を移管する移管先の制御局を示すメッセージを受信する受信工
程と、
　前記メッセージを受信した場合、移管先の制御局の通信圏内となるか判定する判定工程
と、
　前記判定工程により前記移管先の制御局の通信圏内と判定された場合、前記元の制御局
の通信グループに属し、かつ前記移管先の制御局の通信圏外となる他の子局を含む通信グ
ループを構築するための信号を出力する出力工程と
を備えることを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項１０】
　子局として機能する通信装置の制御方法であって、
　元の制御局から、制御局を移管する移管先の制御局を示すメッセージを受信する受信工
程と、
　前記メッセージを受信した場合、移管先の制御局の通信圏内となるか判定する判定工程
と、
　前記判定工程により、前記移管先の制御局の通信圏外と判定された場合、前記元の制御
局の通信グループから離脱する離脱工程と、
前記離脱工程により前記元の制御局の通信グループから離脱した場合、他の制御局からの
同期信号を待ち受け、受信した同期信号に基づいて通信する工程と
を備えることを特徴とする通信装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は以下の構成を備える。子局として機能する通信装置
であって、
　元の制御局から、制御局を移管する移管先の制御局を示すメッセージを受信する受信手
段と、
　前記メッセージを受信した場合、移管先の制御局の通信圏内となるか判定する判定手段
と、
　前記判定手段により前記移管先の制御局の通信圏内と判定された場合、前記元の制御局
の通信グループに属し、かつ前記移管先の制御局の通信圏外となる他の子局を含む通信グ
ループを構築するための信号を出力する出力手段と
を備える。
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